製品仕様 


※最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホー厶ページ (buffalo.jp) を 
参照してください。 


無線 LAN 
インター 
フェース 

準拠規格 

ARIB STD - T 71 ( EEE 802.1 1 a )、 AR 旧 STD - T 66( IEEE 802.1 1 b / g ) 

小電カデータ通信システム規格 

無線 LAN 標準プロトコル 

IEEE 802.11 a / IEEE 802.11 b / IEEE 802.11 g / IEEE 802.1 1 n 

伝送方式 

多入力多出力直交周波数分割多重変調 ( MIMO - OFDM ) 方式 
直交周波数分割多重変調 ( OFDM ) 方式 
直接拡散型スペクトラム拡散 ( DS - SS ) 方式 
単信(半二重） 

ホストインター 
フェース 

Card Bus 

対応パソコン 
ぼ1、2) 

Card Bus 準拠の PC 力ードスロツト （TYPE II )を搭載したパソコン 

対応 0 S (※3) 

Windows 7(32 bit /64 bit ) / Vista (32 bit ) / XP / 2000 

送信周波数範囲 
(中心周波数） 

EEE 802.1 In (40 MHz ): 

2422〜 2462 MHz (3 〜 11 チヤンネル） 

5190 〜 5310 MHz 、 5510〜5670 MHz (38/46/54/62/1 02/110/118/126/ 

134チヤンネル） 

EEE 802 .il n (20 MHz ): 

2412〜 2472 MHz ( l 〜13チヤンネル） 

5180〜5320 MHz 、 5500〜5700 MHz (36/40/44/48/52/56/60/64 / 

100/104/108/112/116/120/124/128/132/136/140チヤンネル） 

IEEE 802 .il a ： 

5180〜5320 MHz 、 5500〜5700 MHz (36/40/44/48/52/56/60/64/ 

100/104/108/112/116/120/124/128/132/136/140チヤンネル） 

IEEE 802 .il g / b ： 

2412〜 2472 MHz ( l 〜13チヤンネル） 

※基本的に携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオとは混信しませんが、これらの 
機器が 2.4 GHz 帯の無線を使用する場合は、混信が発生する可能性があります。 

データ転送速度 

IEEE 802.1 In 40 MHz Channel <800 nsGI > 

270 .0/243.0/216.0/162.0/108.0/81.0/54.0/27.0 M bps ( mcs 8- l 5) 

135/121.5/108.0/81.0/54.0/40.5/27.0/13.5 Mbps ( mcsO -7) 

IEEE 802 .il n 40 MHz Channel <400 nsGI > 

300.0/270.0/240.0/180.0/120.0/90.0/60.0/30.0 Mbps ( mcs 8- l 5) 

150.0/135.0/120.0/90.0/60.0/45.0/30.0/15.0 Mbps ( mcsO -7) 

IEEE 802 .il n 20 MHz Channel <800 nsGI > 

130/117/104/78/52/39/26/13 Mbps ( mcs 8- l 5) 

65/58.5/52/39/26/19.5/13/6.5 Mbps ( mcsO -7) 

OFDM 

54/48/36/24/18/12/9/6 Mbps 

DS - SS,CCK 

11/5.5/2 /lMbps 

セキュリティー 

WPA - EAP ( TKIP / AES ) 炎 WPA 2- EAP ( TKIP / AES ) ※〜 

WPA-PSK ( TKIP / AES ) 、 WPA 2 -PSK ( TKIP / AES ) 、 

802.1 X/EAP ( WEP) ※〜 WEP (128/64 bit ) 

※対応する EAP は、 TLS と PEAP です。 

※セキユリテイーが TKIP 、 WEP (128/64 bit ) の場合、 EEE 802.1 In での無線接続は 
対応しておりません。 

消費電力/消費電流 

最大3300 mW / 最大1000 mA 

動作環境 

温度: 〇〜 55 °C 湿度: 20〜80% (結露なきこと） 

外形寸法/重量 

54( W ) x 5( H ) xl 25( D)mm (突起部の厚み 12 mm ) / 約 45 g 


※ l デュアルプロセッサー搭載機種には対応しておりません。 

※ヱスタンパイ/休止状態には対応しておりません。 

※3 TCP / IP 以外のプロトコル （ NetBEUI や IPX / SPX など）には対応しておりません。 


ランプ仕様 



■ 電波に関する注意 

• 本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、工事設計認証を受けてい 
ます。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。また、本製品は、日本国内でのみ使 
用できます。 

• 本製品は、工事設計認証を受けていますので、以下の事項をおこなうと法律で罰せられることがあります。 

•本製品を分解/改造すること 

•本製品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 

• IEEE 802.1 la の W 52、 W 53 は、電波法により屋外での使用が禁じられています。 

• IEEE 802.1 lb / g 対応製品は、次の場所で使用しないでください。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.4 GHz 付近の電波を使用しているものの近く 
(環境により電波が届かない場合があります。） 

• IEEE 802.1 lb / g 対応製品の無線チヤンネルは、以下の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。 

•産業•科学•医療用機器 

•工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
①構内無線局(免許を要する無線局）②特定小電力無線局(免許を要しない無線局） 

• IEEE 802.11 b / g 対応製品を使用する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあるため、以下の事項に注 
意してください。 

1本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運用されていないことを確 
認してください。 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合は、速やかに本製品 
の使用周波数を変更して、電波干渉をしないようにしてください。 

3その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など何かお困り 
のことが起きたときは、弊社サボートセンターへお問しヽ合わせください。 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 

変調方式 

DS - SS 方式/ OFDM 方式 （ EEE 802.1 lb / q 対応製品） 

DS - SS 方式 ( IEEE 802.11 b 対応製品） 

想定干渉距離 

40 m 以下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定小電力無線局」帯域を回避可能 


無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティーに関するご注意 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してバソコン等と無線親機間で情報の 
やり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。 
その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くため、セキュリ 
ティーに関する設定を行っていない場合、通信内容を盗み見られる/不正に侵入されるなどの可能 
性があります。 

BUFFAL 〇の無線 LAN セキュリティーに対する取り組みについては、「エアステーシヨン設定ガイ 
ド」 の 「 無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティーに関するご注意」をご覧ください。 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行うことは禁 
じられております。 

■ BUFFALO ™ は、株式会社メルコホールディングスの商標です。 AirStation ™、 A 〇 SS ™ は、株式会社パッファロー 
の商標です。本書に記載され ている 他社製品名は、一般に各社の商標 または 登録商標です。本書では、™、©、®など 
のマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、現に 
購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありましたら、 
お買い求めになった販売店または弊社サボートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の〇 A 機器としてお使いください。万一、一般〇 A 機器以外として使用されたこ 
とにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

•医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用しないで 
ください。 

•一般〇 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときはご使用になる 
システムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないでくださ 
し、。 また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サボートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務)に該当するものについては、日 
本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可)が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として記載された 
取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損した場合につ 
し、ては、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使用する 
ものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必要なデータはパックアップを作成 
してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、またはパックアップの作成を怠ったために、データを消失- 
破棄に伴う損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過失があった 
場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交換 
致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 
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擊無線子機(本体） . 

• エアナビゲータ CD . 

• かんたん導入ガイド（本紙） . 

• 安全にお使いいただくために必ずお守りください . 

• シリアル番号シール . 

• ユーザー登録はがき/保証書 . 

※別紙で追加情報が添付されている場合は、必ず参照してください。 


※本製品に同梱されているユーザー登録はがきは、保証書を切り離した後、必要事項をご記入の上、必 
ず弊社までご返送ください。また、切り離した保証書は大切に保管してください。 



本製品をパソコン （Windows XP /2000) に取り付けてドライバーおよびユーティリティーを 
インストールします。 

※Windows 2000 をお使いの場合は、パソコンに Internet Explo 「 e 「 5.5 以降がインストールされてい 
る必要があります。 

※本製品は、画面に取り付け指示が表示されてから、取り付けてください。 

先に取り付けると、「新しい八ードウエアの検出ウイザード」が表示されます。その場合は、[キャンセ 
ル]をクリックして、本製品を取り外してください。 



添付の CD - ROM (エアナビゲータ CD ) をパソコンにセットします。 
しばらくすると、エアナビゲータが起動します。 



「オプション」をクリツクします。 


uO 「上級者向けインストール」をクリックします。 

0 BUFFALO 


0© エアステーン3ン無線子機ドぅ 
13 团 クライアントマネージャ3 


インストり bU ます 
インスト'-ルします 


-「エアステーション無線子機ドライ 
バ」および「クライアントマネージャ 
3」にチェックマークをつけます。 


I DH エアステーション_$定ツー)レ 
" LAN 端子用無線子機設定ツール 

□馱バソコン S 境表示ツール 
□ 15 エァステーンョン設定ガイド 
□y AirStation Admin Tools Lite 
□ y AirStation 倍速設定ツール 


インストールしません 
インストールしません 
インストールしません 
インストールしません 
インストールしません 
インストールしません 



「インストール開始」をクリックしま 
す0 


画面にしたがって、インストールをおこなってください。 

しばらくセットアップを続けると、下の画面が表示されます。 

※旧 EE 802.1 X 認証を利用する場合は、画面右上の [ X ] をクリックして画面を閉じ、本紙裏面の 「 EEE 802.1 X 
認証を利用するには」を参照してください。 



_「手動設定」をクリックします。 

※ A 0 SS TM / WPS による無線接続につい 
ては、無線親機に付属のマニュアルを参 
照してください。 



SSID (ネットワーク名）を選択しま 
す0 

※接続先の SSID については、ネットワーク 
管理者にご確認ください。 


[接続]をクリックします。 


右上へつづくヾ 


( 1 ) 


パッケージ内容 


パッケージには、次のものが梱包されています。万が一、不足しているものがありましたら、お買 
い求めの代理店•販売店にご連絡ください。 


接轅 




XXXXXXXXXXXXXI こ接続しま 1 


暗号化方式 (£) f WPA_PSK AES 8-63 文字 

暗号キー (K) 

1 |xxxxxxxxxxxx • 


-2 「 


’ プロファイルに登錄する (£) 


接続 


•無線の暗号化方式を選択します。 

※選択する暗号化方式については、ネット 
ワーク管理者にご確認ください。 


-暗号化キーを入力します。 

※入力する暗号化キーについては、ネット 
ワーク管理者にご確認ください。 


-[接続]をクリックします。 


•この接続をフロファイルに登録する場合は、「フロファイルに登録する」のチェックマークをつけ 
て、[接続]をクリックします。 

•暗号化方式が 「 WEP 」 の場合は、通常、「1」の欄に暗号化キーを入力します。 



-[X] をクリツクして画面を閉じます。 


_「認証完了」と表示されます。 

※暗号が WEP または暗号化なしの場合は、 
「接続」と表示されます。 


※無線親機との距離が近すぎるとスルーフツトが落ちる場合があります。通信時は、無線親機と 
30 cm 以上離してお使いください。 


「インス!ルが完了しました」と表示されたら、「戻る」をクリックします。 
画面右上の [x ] をクリックして、画面を閉じます。 



本製品をパソコン （Windows 7/ Vista ) に取り付けてドライバーおよびユーティリティーをイン 
ストールします。 

※本製品は、画面に取り付け指示が表示されてから、取り付けてください。 

先に取り付けると、「新しい八ードウエアの検出ウィザード」が表示されます。その場合は、[キャンセ 
ル]をクリックして、本製品を取り外してください。 


パソコンを起動します。 

添付の CD - ROM (ェアナピゲータ CD ) をパソコンにセツトします。 




「オプション」をクリツクします。 


次ページへつづく ■ 


かんたん導 A 射 H 


WLP-CB-AG300 

マニュアル 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。本製品を正しく使用するために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してください。 


個枚枚枚式枚 
























































































































































































































「上級者向けインス I -ール」をクリックします。 


0® エアステーンョン無線子機ドライバ 

インストールします 

囫 クライアントマネージャ3 

お使1 〗 の Windows に13対応じ a 法せん 

0P クライアントマネージャV 

インスト'-ルします 


-「エアステーション無線子機ドライ 
バ」および「クライアントマネージャ 
V 」 に チェックマークを つけます。 


鼠 


LAN 端子用無線子機設定ツール インストールしません 

_ 、♦ソコン現境表示ツール 心ストールしません 

□u エアステーンョン設定ガイド インストールしません 

□y AirStation Admin Tools Lite インストルしません 

□ U AirStation 倍速設定ツール インストールしません 


，戻る) 〇ィンストール開 


_ 「インストール開始」をクリックしま 
す0 


画面にしたがって、インストールをおこなってください。 


「インス! -— ルが完了しました」と表示されたら、「戻る」をクリックします。 


画面右上の [x ] をクリックして、画面を閉じます。 

※旧 EE 802. IX 認証を利用する場合は、本紙の 「 EEE 802. IX 認証を利用するには」を参照してくださし、。 


❺？ is 


ネットワークセキユリテイキーまたは;以フレーズを入力してください 

ネツトフークの p ンフラストラクチヤモード（親梅に接続する） 
ネットワー％ (SSID) (E) |XXXXXXXXXXXXXX 
セキュリティの種 S ⑸ 

辟化⑻ 


[WPA- パーソナル (WPA-PSK) 


AES 


■ 


圍 入力した文字を表示する⑼ 

^ネットワークがブ□ー ドキヤスト宏おこなつてしぬし傅合て•ち接接する ( Q ) 

J 無篇親機に接耪する） 

彗告：暹択すると、このコンピュータのプライパシーが危険にさらされる可能性がありま T_ 


© ® i 




XXXXXXXXXXXXXX に麟しました 
正常に_しました • 


次回から f 
わかりや ■! 


保存して閉じる(（4 Iキャンセル i 


-無線の暗号化方式を選択します。 

※選択する暗号化方式については、ネット 
ワーク管理者にご確認ください。 


-暗号化キーを入力します。 

※入力する暗号化キーについては、ネット 
ワーク管理者にご確認ください。 


-[接続]をクリックします。 


イこ接続しました」と表示されます。 


-[保存して閉じる]をクリックして、画 
面を閉じます。 


[スタート]一[すべてのプログラム]- [BUFFALO] - 
テイ]一[クライアントマネージャ V] を選択します。 


-[エアステーシヨンユーテイリ 


※無線親機との距離が近すぎるとスルーフットが落ちる場合があります。通信時は、無線親機と 
30 cm 以上離してお使いください。 

※「無線接続先の作成が完了しました」という画面が表示された場合は、[閉じる]をクリックしてく 
ださい。 


驗臓 


immi) 


Tx 


謀翻設定を表乐 


-「接続先の作成」をクリックします。 


V ) 9D 無驗織鑛成 


エアステーシヨン無^«に無勘^する設定をおこないます 
使用 T る無線子機 [buffalo XXX-XX-XXXX 


設定の方法を逞択してください • 

自動セキユリテイ設定 GI 常はこちらを®0 


自動的にセキユリテイをかけて、_します。 


絶 （(#)) 

wfe " AOSS ' 


他艘議 

j/A* し 


ネットワーク名 (SSID) を検索/入力して、手動で接続しま T. 


..... P 


クライアントマネ-ジ vv ver.xxx BUFFALO 


_「手動設定」をクリックします。 

※ AOSS TM /WPS による無線接続につい 
ては、無線親機に付属のマニュアルを参 
照してください。 


本製品は、出荷時設定では300 Mbps (規格値）の通信を行うことはできません。300 Mbps で通信 
するには、下記の手順で設定を変更してください。 

※300 Mbps で通信を行うには、無線親機が IEEE 802.1 In の倍速モードに設定されている必要があり 
ます。無線親機の設定については、ネットワーク管理者にご確認ください。 


[スタート]一[(すべての）プログラム] 一 [BUFFALO] -[エアステーションユーテイリ 
テイ]- [AirStation 倍速設定ツール]を選択します 0 

※ AirStation 倍速設定ツールがインス I -— ルされていない場合は、本紙「困ったときは」の 
「• AirStation 倍速設定ツールをインストールしたい」を參照してください。 


倍速モードの設定ウィザ-ドの開始 

このウィザ-ドを使うと、倍速設定(規格値: 300Mbps> を行うことがで 
きま寸。 

▲ 倍速設定に対応 
\\ を使用する必要 G 
^ ザ-ドを終了しで_ 

続行 t るには、[次へ]初リックしてください。 


M 


r>^ [ キャンセル ] 


-[次へ]をクリックします。 


分® 無驗織跡成 

手動設定の方法を邏択します 

セ=^ユリテイ情報を手動で入力して接繞 


エアステーシヨン無_機や他社製無^ 

ネットワーク名 (SSID) を検索/入力し、 

セキユリテイ(暗号) g を手動で入力して接接します。 




WPS PIN コード式で、エアステーション無線親機の 
セキユリティ(暗号)情報を取得して^します， 


_ 


_「セキュリティ情報を手動で入力して 
接続」を選択します。 


分® 無驗模賊作成 

接続先のネットワークを邏択してください 






-SSID (ネットワーク名）を選択しま 
す0 

※接続先の SSID については、ネットワーク 
管理者にご確認ください。 


•[次へ]をクリックします。 


1*、最後まで•お読みくださ U _ 


M 


•よ内容が記栽されておりま寸。 


倍速モ'■ドは、2チャンネル分の周波数帯域を使用しますので、倍速モードに設定すると電波干渉 
寸る可能性が高くな0ま寸。 

そのため、お客様の琛埔によっては、かえって通信速度が落ちてしまう場合や通信が不安定になる塌 
合がぁります。 

このような症状が出た埸合は、倍速モードを OFF に変更してご使用ください0 


続行言るには、[次へ]をクリックしてください。 


][ )欠へ(祕>_ 匚 キャンセル | 





埔合、[子機®再検索餅 )5 して傲い。 


[buffalo XXK-XK-XXXK Wireless LAN Adapter 


謹 mmmmmm ^smormm 


Ip^pyp [ キャンセル l 



[® 倍速 (40MHz> モ-ドを使用する® 

(J 通芾 (20MHz) モードを便用す S (現在の設定)(〇) 


匚く 戻る(毖 ][ 決へ®ヌ處 [ キゃンセル | 


-倍速設定に関する注意事項が表示さ 
れますので、よくお読みください。 


-[次へ]をクリックします。 


-本製品が表示されていることを確認 
します。 

表示されていない場合は、本製品がバソコ 
ンに接続されていることを確認して、[子 
機の 再 検索]をクリックしてください。 

-[次へ]をクリックします。 


-「倍速 (40M Hz) モードを使用する」を 
選択します。 


-[次へ]をクリックします。 
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倍速モード （300 Mbps ) で通信するには 


ion 倍速設定ツール 


ion 倍速設定ツ~ル 1 
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本製品の設定が変更され、無線親機へ 
再接続します。 

しばらくお待ちください。 



「設定を終了します」をクリックしま 
す0 


本製品を取り外すには 

Windows の動作中に本製品を取り外すときは、以下の手順にしたがってください。 

1. タスクトレイに表示されている取り外しアイコン （7/ Vista : fc 、 XP :$、 2000: $) をクリック 
し 、 [BUFFALO WLP - CB - AG 300 Wireless LAN Adapter を安全に取り外します]を選択します。 

2. 「安全に取り外すことができます」と表示されたら、本製品を取り外します。 


困ったときは 


^1弊社ホームページのサポート情報を参照してください 

http://buffalo.jp/products/catalog/network/trouble_as/airstaTion/ 


•本製品のドライバーがインストールできない場合(ランプが点灯•点滅しない） 

今本製品を下記の手順で再インストールしてください。 

1. 付属 CD - R 〇 Mr エアナビゲータ CD 」 から「オプション」一「ドライバの削除」を実行して本製品のドラ 
イパーを削除します。 

2. 無線子機をパソコンから取り外して、パソコンを再起動します。 

3. 再度、「本製品のセツトアップ」を參照して、セツトアップをおこないます。 


•手動接続にて接続先を追加登録したい (Windows XP / 2000をお使いの場合） 

1. 画面右下のタスクトレイにある _ アイコンを右クリックして、「検索を行う」を選択します。 



—右クリック 「検索を行う」を選択 

2 . 


•接続したい無線親機の SSID (ネットワ 
—ク名）を選択します。 

[接続]をクリックします。 





•接続先の無線親機に設定されている 
暗号化方式を選択します。 


-接続先の無線親機に設定されている 
暗号化キーを入力します。 


[接続]をクリックします, 


•この接続をフロファイルに登録する場合は、「フロファイルに登録する」のチェックマークをつけ 
て、[接続]をクリックします。 

•暗号化方式が 「 WEP 」 の場合は、通常、「1」の欄に暗号化キーを入力します。 


4. 



[X] をクリックして画面を閉じます。 


「認証完了」と表示されます。 

※暗号が WEP または暗号化なしの場合、 
「接続」と表示されます。 


•手動接続にて接続先を追加登録したい (Windows 7/ Vista をお使いの場合） 

与本紙の「本製品のセットアップ (Windows 7/ Vista 編)」の手順9以降を参照してくださし、。 


• バソコン同士でフアイルを共有する場合 

与各パソコンにネットワークの設定が必要です。設定方法については、お使いの環境によって異なり 
ますので、ネットワーク管理者にご確認ください。 


• AirStation 倍速設定ツールをインス!>ールしたい 

与 AirStation 倍速設定ツールは、以下の手順でインス! -- ルしてください。 

1. 付属 CD - R 〇 Mr エアナビゲータ CD 」 をパソコンにセットします。 

しばらくすると、エアナビゲータが起動します。 

※ Windows 7/ Vista をお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら、 [ AirNavi . exe の実行]をクリックし 
てください。また、「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[はい]または[続行]をクリックしてく 
ださい。 

2. [オプション]をクリックします。 

3. [上級者向けインストール]をクリックします。 

4. 「 AirStation 倍速設定ツール」にチェックマークをつけて、[インス! -— ル開始]をクリックします。 

5. 「インス!ルが完了しました」と表示されたら、[戻る]をクリックします。 

6. 画面右上の [ x ] をクリックして、ェアナピゲータ画面を閉じます。 

以上で AirStation 倍速設定ツールのインストールは完了です。 


•本製品の無線モードを出荷時設定に戻したい 

与無線モードを出荷時設定に戻すには、以下の手順で設定を変更してください。 

1. 本紙の「倍速モード （300 Mbps ) で通信するには」の手順1〜4を行います。 

2. 「通常 (20 MHz ) モードを使用する」を選択し、[次へ]をクリックします。 

3. 設定が変更されます。 

4. 「無線子機の設定は完了しました」と表示されたら、[設定を終了します]をクリックします。 
以上で設定は完了です。 


IEEE 802.1 X 認証を利用するには 


EEE 802. IX 認証の設定方法は、添付 CD - R 〇 M に収録されている「エアステーション設定ガイド」 
に記載されています。以下の手順で「エアステーション設定ガイド」をご参照の上、設定を行って 
ください。 

1. 添付 CD - R 〇 M 「エアナピゲータ CD 」 をパソコンにセットします。 

※お使いのパソコンによっては、「ユーザーアカウント制御」画面が表示されることがあります。その場合、 
[はい]または[続行]をクリックしてください。 

2. [マニュアルを読む]をクリックします。 

3. 「マニュアルをインストールしてから読みますか？」と表示されますので、インストールする場 
合は、[はし、]をクリックします。 

※インストールしたマニュアルは、[スタート]—[(すべての）プログラム]—旧 UFFAL 0] — [エアステー 
ションユーテイリテイ]-[エアステーション設定ガイド]から、いつでも參照することができます。 

4. 「エアステーショ ン設定ガイ ド」 が表示されたら、 「マニュアルを 読む」一「製品情報」一「無線子 
機」の順にクリックします。 

5. 「 WLP シリーズの802.1 X 認証の設定について」をクリックすると、旧 EE 802.1 X 認証の設定方 
法が表示されますので、手順を参照して設定を行ってください。 


右上へつづく# (3) 


次ページへつづく+ 


























































































































































































































































































